
  岩槻中「８０周年記念行事『体育祭』」と「安心・安全月間」 
～ スマホ・ケータイ安全教室、交通安全教室、避難訓練 集団下校・引渡し訓練 ～ 

 校長 金子 宜史
たかし

 

新緑がまぶしく、さわやかな風が心地よい季節となりました。新学年がスタートしてから約１ヵ 

月が経ち、子どもたちは、新しい学級や生活リズムに慣れてきたようです。また、４月２４日（金） 

に実施した「体育祭」の取組みを通して、より一層、学級や学年、仲間とのつながりを深めること 

ができました。当日は、明け方まで雨が降っており心配されたと思いますが、子どもたちや先生方 

の思いが通じたようです。太田小学校さんからはテントを貸していただき、子どもたちも快適な環 

境で実施することができました。ありがとうございました。また、金曜日の開催と 

なりましたが、多くの保護者様・来賓の皆様に応援いただき、盛大に８０周年記念行事が開催でき 

ましたことに深く感謝申し上げます。ありがとうございました。体育祭スローガン「元気ハツラツ 

SPD」（SPD：スマイル パワフル、ダイナミック）のもと、一生懸命に競技や競技役員に取り 

組む生徒の姿に、大きな成長を実感しました。特に３年生の後輩たちへ示す行動の早さや態度には、 

最上級生としての自覚や責任感があふれており、頼もしい限りでした。 

 スマホ・ケータイ安全教室 ４月１６日（土） 

スマートフォンや携帯電話の正しい使い方について学ぶ「スマホ・ケータイ安全教室」を実施し

ました。インターネットやＳＮＳは非常に便利である一方、使い方を誤るとトラブルに巻き込まれ

る危険もあります。生徒たちは、個人情報の扱い方や、相手を思いやった言葉遣いの大切さ、ルー

ルを守ることの重要性について真剣に考えてくれました。ご家庭におかれましても、使用時間や利

用内容について、お子様と話し合う機会をもっていただければと思います。 

 交通通安全教室 ４月１８日（月）  

スケアード・ストレイト交通安全教室は、交通事故が一瞬の油断から起こり、取り返しのつかな

い結果を招くことを、実例を交え学ぶ貴重な機会となりました。 

生徒たちは、命の大切さや自分の行動がもつ責任について考える機会となりました。日々の登下

校や生活の中で、安全を意識した行動を継続することが何より大切です。 

今回の学びを生かし、一人一人が交通安全を自分事として捉え、命を守 

る行動につなげてくれることを願っています。 

 避難難訓練・引渡し訓練 ４月１６日（土） 

ここ最近青森・北海道で続いた地震は、震災は、私たちのすぐそばにあることを実感させるもの

でした。本校で実施した避難訓練および集団下校・引渡し訓練も、生徒たちが真剣な表情で校庭に

避難する姿から危機意識の高さが感じられました。その一方で、気づきや課題が確認できました。

訓練での「気づき」を今後の指導に生かしていくことが、命を守る行動につながると考えています。 

ぜひこの機会に、ご家庭でも「もし今、地震が起きたらどうするか」を話し合ってみてください。 
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「生徒代表 御礼の言葉」 スマホ・ケータイ安全教室で、講師の先生へのお礼の言葉より 

スマホ・ケータイ安全教室を通して、たった一つの行動で、人間関係が壊れたり、ＳＮＳに投稿する側もされ

た側も一生消えない傷がついてしまうことを教えていただき、とても怖いなと思いました。これからは、便利な

スマホ・ケータイをうまく活用できるように家族でルールを決めて使っていきたいです。 
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